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《学校教育目標》 

未来を拓く人間の育成 

 

 

○子供の実態 

 

〇基礎的・基本的な学力が見に付

いておらず，主体的に学ぼうと

する児童生徒が少ないため，習

得した新しい知識や技能を活

用しながら，課題を解決するこ

とが難しい児童生徒が多い。 

〇生活習慣の乱れや，ストレスに

対して精神的なダメージを受

けやすく，その状態を改善する

力が弱いため，遅刻や不登校の

児童生徒も多い。 

〇他者の多様な価値観を受け入

れ，自分で考えて公正・公平に

判断することが難しい児童生

徒が多いため，問題行動が多

い。 

 

 

・関係諸法令 

・学習指導要領 

・広島県の教育 

・呉の教育 

 

 《研究主題》 

自らを生かし，共によりよく生きようとする児童生徒の育成 
          ～安心して学校生活を送ることができる風土の醸成を通して～ 

 

 

インクルーシブ教育や心の回復力（レジリエンス）の育成，生徒指導の三機能を生か

した集団づくりを通して，安心して学校生活を送ることができる風土を醸成すれば，自

らを生かし，共によりよく生きようとする児童生徒の育成ができるだろう。 

 

研   究   仮   説 

インクルーシブ教育部会 心の回復力向上部会 集団づくり部会 

目標 

 

 

全ての児童生徒が主体的に

参加することができる指導

方法の工夫 

目標 

 

 

児童生徒の心の回復力を高

める指導方法の工夫 

 

 

     目標 

 

 

生徒指導の三機能を生かし

た指導方法の工夫 

   

呉市の学校教育 

 

未来を創る人材の

育成 

～呉に学び，自分を

磨き，未来を創る

～ 

研 究 内 容 

昭和北中学校区 

 《育成すべき資質・能力》 

知識・技能     協働的問題解決力    心の回復力 

めざす子ども像 

自らを生かし，共によりよく生きようとする児童生徒 

・協働して安心できる学校をつくろうとする児童生徒  

・主体的に問題や課題と向き合う児童生徒      


